


































































２．６　S50形ソフトシール仕切弁（受挿し式）

　２．６．１　適用範囲
  この節では呼び径50のS50形ソフトシール仕切弁（受挿し式）（以下、
「弁」という。）について規定する。

　２．６．２　継手形状
  継手形式はS50形ダクタイル鋳鉄管継手JDPA G 1052によるものとする。　　　　　

　２．６．３　使用圧力
  S50形ソフトシール仕切弁の最高使用圧力は1.0MPaとする。

　２．６．４　最高許容圧力
  S50形ソフトシール仕切弁の最高許容圧力は1.3MPaとする。

　２．６．５　操作時最大差圧
　S50形ソフトシール仕切弁の操作時最大差圧は1.0Mpaとする。

　２．６．６　性能試験
 （１）作強度
       バルブの操作強度は強度試験トルクを180N・ｍ、最大昨日試験トルクを60
      N・ｍで試験し、異常があってはならない。強度試験トルクを加えた前後で、
      回転数の変化は1/2回転以内でなければならない。
 （２）操作性
       バルブの操作性は、バルブの全開から全閉の往復操作し、その行程において
      操作トルクを測定し、最大機能試験トルクを超えてはならない。
 （３）弁箱耐圧試験
       S50形ソフトシール仕切弁の弁箱耐圧試験は2.3Mpaの水圧を60秒間以上保
       持することとし、異常がないことを確認すること。
 （４）弁座漏れ試験
       S50形ソフトシール仕切弁の弁座漏れ試験は1.0Mpaの水圧を加え15秒以上
      保持し、当該試験箇所から漏れがないことを確認すること。
 （５）作動
       動試験は、バルブを組み立てた状態で、全開及び全閉を行ったとき、円滑に
      全開及び全閉しなければならない。
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